
平成 30年度 佐賀県教育センター 中学校国語科教育 

実践事例② 学習指導案-1 

中学校第２学年 国語科学習指導案 

 

 

単元名  君は○○を知っているか ～ 評論文を書こう ～ 

教材名 「君は「最後の晩餐」を知っているか」（光村図書 ２年） 

 

１ 単元について 

(1) 生徒観 

本学級の生徒は，４月に行われた学習状況調査において，文章の展開を読み取ったり，目的に応じ 

て要約したりするなどの「読む能力」を問う問題で県平均を上回った。しかし，「書く能力」において 

は，自分の考えをもち，根拠を示しながら書く問題でつまずきが見られた。 

６月には，「生物が記録する科学」の学習において，文章全体と部分の関係や具体的事例の役割など 

に注意して筆者の主張を読み，文章の構成や展開等の工夫について，根拠を明確にして自分の考えを 

まとめる活動を行った。その中で，根拠を示しながら順序立てて書くことを苦手としている生徒の実 

態が見られた。このことから，自分の考えをもち，根拠を示しながら順序立てて書く力を養う必要が 

あると考える。 

 

 (2) 教材観 

   本単元は，中学校学習指導要領解説国語編「Ｂ書くこと」領域の「ア 社会生活の中から課題を決 

め，多様な方法で材料を集めながら自分の考えをまとめること」と，「ウ 事実や事柄，意見や心情が 

相手に効果的に伝わるように，説明や具体例を加えたり，描写を工夫したりして書くこと」を目標と 

している。 

本教材は，解剖学，遠近法，明暗法などの科学的知識を駆使して描かれたレオナルド・ダ・ヴィン 

チ作「最後の晩餐」の魅力を述べた評論文である。筆者がこの絵を「かっこいい」と評価する根拠や， 

論の展開が明確で，説得力がある。そのため，根拠の示し方や論の展開の仕方など，自分の考えが効

果的に伝わるように書くときのモデルと成り得る教材である。 

 

 (3) 指導観 

   本単元の学習課題を「自分の考えを効果的に伝えるために，観点を決め，根拠を整理して，魅力を 

伝える評論文を書く」とした。本単元では，評論文がどのような文章であるかを学習した後，生徒自 

身が考える「最後の晩餐」の魅力を書く活動を行う。その後，生徒自身が書いた文章と教材文とを比 

較しながら読むことで，筆者の根拠の示し方や論の展開の仕方を捉えさせ，自分の文章に生かすこと 

ができるようにしたい。また，筆者は，解剖学，遠近法，明暗法という科学的な観点や，全体や細部 

に注目する観点で「最後の晩餐」の魅力を述べているが，対象を分析するのにふさわしい観点がある 

ということにも気付かせたい。そして，自分の身近なもので関心があるもの，あるいは，他の人に魅 

力を知ってほしいものなどを題材にして，評論文を書く活動を通して，自分の考えが効果的に伝わる 

ように書く力を身に付けさせたい。 
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２ 単元の目標 

  ・学習内容に興味をもち，他者の文章の書き方を自分の表現に生かそうとする。（関心・意欲・態度） 

  ・社会生活の中から題材を決め，材料を集めながら自分の考えをまとめることができる。（書くこと） 

・自分の考えが効果的に伝わるように，観点を決め，根拠を明確にして書くことができる。（書くこと） 

・相手や目的に応じて，話や文章の形態や展開に違いがあることを理解することができる。 

（言語についての知識・理解・技能） 

 

３ 単元の評価規準 

【現行の評価の観点による評価規準】 

国語への 

関心・意欲・態度【関】 
書く能力【書】 

言語についての 

知識・理解・技能【言】 

①学習内容に興味をも 

ち，他者の文章の書き 

方を自分の表現に生か 

そうとしている。 

 

①社会生活の中から題材を決め，材料を集め 

ながら自分の考えをまとめている。（ア） 

②自分の考えが効果的に伝わるように，観点 

を決め，根拠を明確にして書いている。（ウ） 

 

①相手や目的に応じて， 

話や文章の形態や展開 

に違いがあることを理 

解している。 

 （（1）イ（ｵ）） 

 

【新しい評価の観点による評価規準】       ※新学習指導要領の評価の観点で示した。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①文章の構成や展開について理 

解を深めている。 

（（1）オ） 

 

 

 

 

 

 

 

①評論文を書くために，社会生 

活の中から題材を決め，集め 

た材料を整理し，伝えたいこ 

とを明確にしている。 

（Ｂア） 

②根拠の適切さを考えて説明 

や具体例を加え，自分の考え 

 が伝わる文章になるように 

 工夫している。 

（Ｂウ） 

①文章の構成や展開について理 

解を深めようとするととも 

に，社会生活の中から題材を 

決め，集めた材料を整理し， 

自分の考えが伝わるように工 

夫して評論文を書こうとして 

いる。 

 

 

 

※佐賀県教育センター「プロジェクト研究（中学校国語科教育研究委員会）」の試案である。 

 

４ 指導と評価の計画 (全６時間 本時４/６)          質的改善を図った手立て… 

 
次 時  主な学習活動 指導上の留意点 

評価規準【 】 

評価方法［ ］ 

一 

 

 

 

１ 

 

 

 

○評論文とはどのような文章 

 か知る。 

 

 

・「学習の窓」を読み，評論文とは 

 どのような文章か説明部分に線 

を引かせる。 

 

【関】① 

［学習活動の観察］ 

［学習計画表への

記述の分析］ 
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○「最後の晩餐」の魅力を伝え 

る文章を書く。 

 

 

 

○学習課題と学習の進め方を 

 つかむ。 

 

 

 

 

 

○評論文のモデルを読み，単元 

のゴールのイメージをつか 

む。 

・評論文のイメージをつかませる 

ために，自分たちの身近で，根拠 

やその価値を論じる事例がない 

か考えさせる。（食レポ・○○芸 

人・自己 PR等） 

・食レポを例に挙げて，評価する 

「観点」とはどのようなものか 

説明する。 

 

・生徒一人一人がじっくりと絵を 

 見て考えることができるよう 

に，タブレット（学習者用デジタ 

ル教科書）を用いる。 

 

・生徒が学習を見通すことができ 

るように，学習計画表を基に説 

明する。 

 

 

 

 

・身近なものの中から題材を決 

め，評論文を書くことを確認す 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

二 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○範読を聞き，おおまかな内容 

 をつかむ。 

 

 

○説明的文章の文章構成を確 

 かめる。 

 

 

 

○筆者が「最後の晩餐」を「科 

 学的な見方」で分析・評価し 

ている部分を捉える。 

 

 

 

 

 

 

 

・電子黒板の音声機能を使い，文 

章構成に注意して聞くように 

促す。 

 

・既習教材「生物が記録する科学」 

の学習を想起させ，本教材の展 

開と比較して考えるように促 

す。 

 

・筆者の文章の書き方を捉えさ 

せるために，タブレット（学習者 

用デジタル教科書）に表示され 

た教材文にペン機能で線を引き 

ながら整理させる。 

・筆者が「科学的な見方」で分析・ 

評価している部分を捉えること 

ができるように，「解剖学」「遠 

近法」「明暗法」というキーワー 

ドに気付かせる。 

【言】① 

［学習活動の観察］ 

［ワークシートへ

の記述の分析］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題 

 自分の考えを効果的に伝えるために，観点ごとに根拠を分類して，魅力を伝える 

評論文を書く。 
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３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

４ 

 

本

時 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

○筆者が「最後の晩餐」を「全 

体と細部に注目する見方」で 

分析・評価している部分を捉 

える。 

 

 

○評論文の書き方を確認する。 

 

 

 

 

○次時の活動に向けて，友達に 

魅力を伝えたいと思うものの 

候補を考える。 

 
 

○友達に魅力を伝えたいと思う 

ものを決め，対象を分析する。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

○評論文の構成メモを作成す 

る。 

 

 

○構成メモを基にして，「君は 

○○を知っているか」という 

題で評論文を書く。 

・筆者の考えを確かめさせるため 

に，タブレット（学習者用デジタ 

ル教科書）を用いて，修復前と 

修復後の「最後の晩餐」を比べ 

させる。 

 

・評論文の書き方が確認できるよ 

うに，観点を決め，根拠を示し 

ながらその価値を述べるという 

ことを押さえさせる。 

 

・次時の活動の見通しをもたせる 

ために，自分がよく知っている 

ものや興味をもっているものを 

想起させる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

・観点を決められない生徒には， 

観点の例を挙げて，思考を促す。 

 

・自分の考えやその根拠をどのよ 

うな順序で書くと伝えたい内容 

が伝わるか，構成を考えさせる。 

 

・論の展開の仕方，根拠の適切さ 

を確認させる。 

【言】① 

［学習活動の観察］ 

［ワークシートへ

の記述の分析］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【書】① 

［学習活動の観察］ 

［ワークシートへ

の記述の分析］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

【書】② 

［学習活動の観察］ 

［評論文の記述の

分析］ 

三 ６ ○評論文をグループで読み合 

い，アドバイスを行う。 

 

 

○単元を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関】① 

［学習活動の観察］ 

［ワークシートへ

の記述の分析］ 

 

 

 

 

 

生徒が自主的に取り組むことが 

できるようにするために，考え 

るヒントを記入したワークシー 

トを活用させる。 

 
題材を決められない生徒には， 

絵画，音楽，書籍，人物など， 

幾つかのジャンルを提示し，思 

考を促す。 

論の展開の仕方，根拠の適切さ 

という視点で読むことを確認さ 

せる。 

単元を通してどのような力が付 

いたか，また，身に付いた力が 

どのような場面で生かされるか 

を記述させる。 
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５ 本時の指導計画（４／６時） 

(1) 目標 

社会生活の中から題材を決め，材料を集めながら自分の考えをまとめることができる。 

  (2) 展開                          質的改善を図った手立て… 

 学習活動 指導上の留意点及び支援（○）と評価（◆） 

導 

入 

１ 前時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

２ 本時のめあてと学習活動を確認する。 

 

 

 

 

◯学習計画表を基に，前時までの学習を確認 

させる。 

 

○作品の魅力を語るためには，観点を立て，そ 

 の作品がすばらしいと思える根拠を挙げる 

ことが必要であることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

展 

開 

３ 評論文の題材を決め，対象の魅力を分析 

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 自分の考えを整理して，構成メモを作成 

する。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

○自分の身近なものや関心のあるものの中か 

ら，その魅力を伝える対象を決めさせる。 

 

 

 

 

 

○どのような観点を示して魅力を伝えるか， 

対象のすばらしさを述べるための根拠を何 

にするか考えさせる。観点を決められない 

生徒には，選んだ対象に合う観点の例を示 

して，思考を促す。 

 

○自分の考えやその根拠をどのような順序 

で書くと伝えたい内容が伝わるか，構成を

考えさせる。 
 

◆社会生活の中から題材を決め，材料を集め 

ながら，自分の考えをまとめることができ 

る。【書く能力】 

めあて   

評論文『君は○○を知っているか』を書くために、観点や根拠を整理して構成メモを作成 

しよう。 

 

生徒が自主的に取り組むことができるよ 

うにするために，考えるヒントを記入した 

ワークシートを活用させる。 

題材を決められない生徒には，絵画，音 

楽，書籍，人物など，幾つかのジャンル 

を提示し，思考を促す。 
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ま
と
め 

５ 本時の学習を振り返り，次時の学習内容 

を確認する。 

○学習計画表に振り返りを記入させ，次時は 

評論文を書くことを伝える。 

 

６ 本時の評価 

評価規準 
社会生活の中から題材を決め，材料を集めながら自分の考えをまとめている。 

【書く能力】 

判断する目安 

（判定基準） 

十分満足できる状況(Ａ) おおむね満足できる状況(Ｂ) 
努力を要する状況の生徒への支援

（Ｃ） 

観点を決め，根拠を示し

て，対象に対する考えをま

とめている。 

 

観点を決め，対象に対する

考えをまとめている。 

 

 

・本文やモデル文を参考 

にさせる。 

・観点の例をいくつか提 

示する。 

評価の方法 ワークシートへの記述の分析 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


